Chronological changes in bacteria isolated from the urinary tract and their drug sensitivities by 深津, 英捷 et al.
Title尿中分離菌の年次的変遷とその薬剤感受性
Author(s)
深津, 英捷; 野々村, 仁志; 宮川, 嘉眞; 和気, 正史; 羽田野,
幸夫; 平岩, 親輔; 村松, 直; 西川, 英二; 山田, 芳彰; 佐藤, 孝
充; 本多, 靖明; 瀬川, 昭夫




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
泌 尿 紀 要35:1149-1156,1989 1149
尿中分離菌の年次的変遷 とそのi薬剤感受性
愛知医科大学泌尿器科学教室(主任:瀬川昭夫教授)
深津 英捷,野 々村仁志,宮 川 嘉眞,和気 正史
羽田野幸夫,平 岩 親輔,村松 直,西 川 英二
山田 芳彰,佐 藤 孝充,本 多 靖明,瀬 川 昭夫
CHRONOLOGICAL CHANGES OF BACTERIA ISOLATED FROM 
   URINARY TRACT AND THEIR DRUG SENSITIVITIES
Hidetoshi FUKATSU, Hitoshi NONOMURA, Yoshimasa  MIYAGAWA 
    Masafumi WAKI, Yukio HATANO, Shinsuke HIRAIWA, 
  Tadashi MURAMATSU, Eiji NISHIKAWA, Yoshiaki YAMADA, 
   Takayoshi SATHO, Nobuaki HONDA and Akio SEGAWA 
       From the Department of Urology, Aichi Medical University
   Statistical studies were performed on bacterial strains isolated from the urine of patients with 
various urological disease in our Urological Department between January, 1983 and December, 
1987. In 1987, sensitivity tests of antibiotics to various pathogens were carried out. 
   From the outpatients, 5,725 bacterial strains were isolated. S. epidermidis was isolated most 
frequently (23.8%), followed by Enterococcus species (16.5%), E.coli (14.7%), Steptococcus species 
(12.6%), Proteus species (5.3%), other GNR (4.6%), P. aeruginosa (4.5%), Klebsiella species (4.4 
%), and others. From the inpatients, 4,747 bacterial strains were isolated. Enterococcus species 
was isolated most frequently (23.1%), followed by S. epidermidis (18.7%), Fungi (12.9%), P. 
aeruginosa (8.0%), other GNR (6.8%), Streptococcus species (5.4%), Enterobacter species (4.8 
%), E.coli (4.1%), S. aureus (4.1%) and others. Annual change of distribution of organisms indicated 
that S. aureus from outpatients had a tendency to increase and Streptococcus species had a ten-
dency to decrease. Whereas from inpatients, E. coli, other GNR. Pseudomonas species and 
Enterobacter species had w tendency to increase, and Streptococcus species, P. aeruginosa, Proteus 
species and Klebsiella species had tendency to decrease. S. epidermidis showed a high sensitiv-
ity to minocycline and cephalothin, and Enterococcus showed high sensitivity to ampicillin and 
minocycline, but did not show good sensitivity to cefoperazone and latamoxef. E. coli showed 
high sensitivity to all drug we tested. P. aeruginosa showed a high sensitivity to gentamycin 
and norflaxacin, but did not show good sensitivity to other many drugs we tested. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 35: 1149-1156,1989) 




















た.2種 類 以上 の 菌 種 の 混 合 感染 で は,得 られ た薗 種
を そ れ ぞれ 数 えた.ま た 一 人1検 体 に しぼれ な か った
た め103cfu/ml以上 検 出 した もの をす べ て同 等 に扱
った ・ 菌種 の うち,Morganellamorganii,Protcus
mirabiiis,Proteusvulgaris,Providenciarettgeri,
PrQvidenciastuartiiなど はPrQteusSP.と し,
coagulasenegativestaPhylococcusはす べ て pi・
dermidisとして 集 計 した.同 定 した 菌 に つ い て,外
来患 老 由来 菌 ではampici11in(ABPC),minocycline
(MINO),cephalothin(CET),gentamycin(GM),
cefaclor(CCL),norfioxacin(NFLX),fosfomy-
cin(FOM),入院患 者 由来 菌 で は さ ら にcefopera・
zone(CPZ)とlatamoxef(LMOX)に対 す る 感
受性 を1濃 度 デ ィス ク(昭 和)を 用 い て行 い,感 受 性
(掛)と(十)を 感 受性 菌,(+)と(一)と 耐 性 菌 と
した.
成 績
1.尿 中 分 離 菌 の 頻 度
1)外 来
外 来 由 来 株 の5年 間 の 総 数 は5,725株 で あ り,そ の
う ち グ ラ ム 陽 性 球 菌(以 下GPC)3,264株(57.0%),
グ ラ ム 陰 性 桿 薦(以 下GNR,)2,126株(37.1%),
真 菌279株(4.9%),そ の 他56株(1.O%)で あ っ た.











(0.9%)で あ っ た.
2)入 院
入 院 由 来 株 の 総 数 は4.748株で あ り,そ の う ちGPC
は2,477株(52.2%),GNRl,660株(35。0%),真 菌









Qther37株(0.8%)で あ っ た.外 来 と入 院 と 比 べ て,
入 院 の 方 が 分 離 頻 度 が 高 か った の はEnterococcus
sp.,S.aureus,otherGNR,P.aeruginosa,Ente-
robactersp.およびP.aeruginosa以 外 のPseudo-
monassp.で あ っ た.
2.尿 中 分 離 菌 の 年 次 的 変 化
1)外 来
S.epidermidisは著 変 な く22～25%台 で,1987年
は22.8%で あ っ た.S.aureusは1985年 に は2.2駕 に
減 少 した が 以 降 増 加 し1987年は3.4%で あ っ た.En-
terococcussp.は1985年に は18.7%と 最 高 を 示 した
が 以 後 減 少 し1987年は16.6%で あ っ た.Steptococcus
sp.は 年 次 的 減 少 傾 向 が み ら れ1987年 は10.3%と な っ









































































































も著 変 な く1987年は そ れ ぞ れ4.9%,5.7%,5.5%で
あ った.otherGNRは 年 次 的増 加 傾 向 を示 し1986年
には6.1%に達 した が1987年は4.9%であ った.ま た,
P.aeruginosa以外 のPseudomonassp.Enterobac・
tersp.Serratiasp.およ びN.gonorrhoeaは5
年 間 通 じて1.0%前後 で 推 移 して い た(Fig.1).
2)入 院
S.epidcrmidisは著 変 な く17～21%台で,1987年
は19.8%であ った.S.aureusは1983年に7.6%と最
高 を 示 し以 後 減 少1985年に は1・4%と な り,そ の後 増
加 し1987年は5.1%であ った.Enterococcussp.は21
～23%台を 維 持 し1987年は23.9%であ った.
Streptococcussp。は年 次 的 減 少 傾 向 を示 し1987年
は4.3%であ った.E.coliは や や 増 加 傾 向 が み られ
1987年は5.8%であ り,otherGNRとEnterobacter
sp.も1985年よ り増 加 し1987年に は そ れ ぞれ7.9%,
5.7%を示 した.Proteussp.は年 次 的 減 少傾 向 が見
られ1987年に は2・7%と な り,Klebsiellasp.も1985
年 の4.9%を最 高 と し以 後減 少 し1987年は3.1%であ っ
た.P.aruginosaは1984年に は15.1%にみ られ た
が,1987年に は4.8%に減 少 した.し か し,P.aeru-
ginosa以外 のPseudomonassp.は1986年よ り増
加 し1987年は5.2%と な った.Serratiasp.は5年間
通 して非 常 に 少 な く1987年はo.2%であ った(Fig.2).







































































































































































・入 院 と もにMINO,CET,NFLXお よびFOMに
対 して70%以上 の 感 受 性 を示 した,CPZとLMOX
に は約 半 数 が 耐 性 で あ った.S.aureusは外 来 ・入 院
と もにMINOとCETに 対 して の み70%以 上 の感
受 性 を示 した,CPZとLMOXに は そ れ ぞ れ60%
と65.4%であ った(Fig.3).
b)Enterococcussp.=外来 ・入 院 と も にABPC
とMINOに 対 して80%以 上 の 感受 性 を 示 した(Fig.
4).
c)Streptococcussp.:外来 ・入 院 ともにGMを
の ぞ く薬 剤 に対 して80%以 上 の感 受性 を 示 した(Fig.
5).
d)E,coli:外来 ・入 院 と もに 検 討 し た す べ て の
薬 剤 に対 して70%以 上 の感 受 性 を示 した(Fig.6).
c)P.acruginosa=外来 ・入 院 と もにGMと
NFLXに 対 して70%以 上 の感 受 性 を示 した が,他 の
薬 剤 に は ほ とん ど 耐性 で あ った.な おCPZは に68%
で あ った(Fg。7).
f)Klebsiellasp.:外来 ・入 院 と も にMINO,
GM,CCLお よびNFLXに 対 して70%以 上 の感 受
性 を 示 した.CPZとLMOXに は90%以 上 の 感 受
性 を 示 した(Fig.8).
g)Protcussp.=indolenegativeでは 外 来 ・入
院 と もにABPC,CET,GM,NFLXお よびFOM
に 対 して80%以 上 の 感受 性 に 示 した.indolepositive
で は 外 来 ・入 院 と もにGM,NFLXお よびFOMに
対 して80%以 上 が 感 受性 を 示 した.CPZとLMOX














































体 で あ る1・2).当施 設 に お い て もS.epidermidisは
外 来 で 第1位(22.8～22.5%),入院 で 第2位(17.0
～21.2%)であ り,Enterococcussp.は外 来 で第2
位(14.4～18.7%),入院 で第1(21.2～23.8%)と5
年 間 と もに 高頻 度 を維 持 して いた.こ の よ うな傾 向は
多 くの 施 設 に お いて も見 られ てお り,GNRを 主 た る
タ ー ゲ ッ トと して開 発 され た第3世 代 セ フ ェ ム系 抗 生
剤 の 繁 用 に よる結 果 と考 え ら れ て い る3・4).元来 これ
らの 菌 種 の病 原性 は 低 い と さ れ て い るが,compro・
misedhostにお い て は 腎孟 腎 炎 や敗 血症 な ど の重 篤
な病 状 を 発 生 させ る場 合 も あ る こ とを忘 れ ては な らな
い5,6).Sterptococcussp.は外 来 で10.3～15.9%,
入 院 で は4.3～6.7%に認 め られ た が,年 次 的 減少 傾 向
を 示 した.S.aureusは外 来 で は2.2～3.4%,入院 で
は1.4～7.6%に認 め られ,1986年よ り増 加 傾 向 を示 し
て い る,S,aureusにはmethicillin-cephem-resis-
tantS.aureus(MRSA)株の 出 現 も あ り充分 な 注
意 が 必 要 で あ る.
GNRに お い て は,外 来 で はE.coliが5年 間 と
も最 も頻 度 が 高 く13.9～155%に認 め られ,依 然 急 性
単 純 尿路 感 染 症 に お け る起 炎 菌 と して の重 要 性 を 示 唆
し て い る.つ い で,Proteussp.,otherGNR,P.
acruginosa,Klebsiellasp.の順 で あ った が,こ れ ら
の 菌 種 は 大 きな変 動 も な く3～6%台 を 保 持 して い
た.一 方 入 院 で はP.aeruginosaが3.5～15,1%と
最 も高 い 頻 度 を示 したが,1984年のi5.1%を最 高 と し
て 以後 減 少 傾 向 が 見 られ て い る,つ い でotherGNR
(4。8～8.9%),Enterobactersp.(3.9～5.7%),E.
coli(3.0～5.8%),P.acruginosa以外 のPseudo-
monassp.(2・0～5.2%)の順 で あ り,こ れ ら の菌 種
に は や や年 次 的 増 加 傾 向が み られ て い る.1970年代 に
猛 威 を 振 る ったSerratiasp.がほ とん ど認 め られ な
か った こ と も特 徴 の一 つ で あ ろ う.
薬 剤 に対 す る 感受 性 に つ い て,S.epidermidisは
外 来 で は 検討 したす べ ての 薬 剤に 対 して良 好 な 感 受性
率 を 示 した が,入 院 で は感 受 性 率 の低 下 が み られ,特
にABPCに 対 してそ の傾 向が 強 か った.安 元 ら2》も
経 年 的 にABPC耐 性菌 の 増 加 を 認 め て い る.CZP
お よびLMOXに は 約 半 数 が 耐 性 で あ った.S.au・
reusもS.epidermidisと同様 な傾 向 が み られ た が,
GMに 対 して外 来 な らび に 入 院 と も に 約 半 数 が 耐 性
を 示 し た.Enterococcussp.は外 来 で はABPC,
MINO,NFLXお よびFOMに 対 し て 良 好 な感 受
性 率 を示 した が,入 院 で はNFLXお よびFOMに
対 して 感 受 性 率 の低 下 が み られ,ま たCPZお よび
LMOXに は ほ と ん どが 耐 性 で あ った.ペ ニ シ リン系
薬 剤 が有 効 と され て い る 通 り,外 来 な らび に入 院 と も
ABPCが 最 も優 れ た 成 績 で あ った が ,E.faecalis
以外 のE.faeciumやE.aviumな ど で はABPC
耐 性 獲 得株 もあ り6),こん ここれ らの菌 につ い て の検
索 が 必 要 で あ る.Streptococcussp.は外 来 な らび に
















外来ならびに入院 ともMINOを 除く薬剤に 良好な
感受性率を示 したが,indolepositiveではABPC,













1983～1987年の 期 間 に 愛知 医科 大 学 付 属 病 院 泌 尿器
科 に て 治療 を 受 け た患 者 か らの 尿 中 分 離 菌 を 集 計 し,
細菌 分離 頻 度,薬 剤 感受 性 を 外 来 と入 院 由来 株 に分 け
て検 討 した.
1.外 来 由来 株 の 総 数 は5,725株で,S.cpidermi-
dis(23.8%),Enterococcussp.(16.5%),E.coli
(14.7%),Streptococcussp.(12.6%),Proteussp.
(5.3%)の順 で あ った.特 に 大 きな年 次 的 変 化 は 認 め
られ な か った.
2.入 院 由来 株 の 総 数 は4,748株で,Entercoccus
sp.(23.1%),S.epidermidis(18.7%),真菌(12.9
%),P。acruginosa(8.O%),otherGNR(6.8%)
の 順 で あ った.年 次 的 変 化 と して は,GPCで はStre-
ptococcussp.の減 少 とS.aureusの増 加,GNR
で はProtcussp.Klepsiellasp.およびP.aerugi-
nosaの 減 少 とE.coli,P.aeruginosa以外 の
Pseudomonassp.,othcrGNRおよびEnterobacter
1155
sp。の増 加 がみ られ た.
3.分 離 菌 の 薬 剤 感 受 性 と して,Staphylococcus
sp.はMINO,CETに,Enterococcussp.は
AB?C,MINOに 良好 な 感受 性 率 を 示 した がCPZ
お よびLMOXに は 耐性 を示 す 株 が 多 か った.
E.coliは検 討 した薬 剤 す べ て に 良 好 な感 受 性 率 を
示 し た が,P.acruginosaはNFLXとGM以 外
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